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今
年
度
、

産
業
技
術
短
期
大
学
校
水
沢
校

（短
大

水
沢
校
と
略
）
は
、　

一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
ま
し
た
。

本
校
は
、

県
が
策
定
し
た
創
造
性
豊
か
な
実
践
技
術

者
を
育
成
し
、

地
域
産
業
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る

「北
上
川
流
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
」
の
主

要
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
の

一
環
と
し
て
平
成
２
年
に

短
大
水
沢
校
の
前
身
で
あ
る
県
立
高
度
技
術
専
門
学

院
が
設
立
さ
れ
、

今
年
で
開
校
卸
周
年
を
迎
え
た
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

私
が
入
学
し
た
１
９
９
０
年
は
、

バ
、フ

ル
経
済
の

崩
壊
が
始
ま

っ
た
あ
た
り
で
し
た
。

県
内
の
屋
用
情

勢
は
ま
だ
売
り
手
市
場
で
バ
ブ
ル
崩
壊
を
身
に
感
じ

る
こ
と
が
な
か

っ
た
よ
う
に
思
い
、

就
職
条
件
も
現

在
に
比
べ
る
と
格
段
に
良
い
時
代
で
し
た
。

そ
の
後
、

１
９
９
０
年
代
中
期
か
ら
２
０
０
０
年
代
前
半
に
わ

た
る
不
況
の
時
代

（失
わ
れ
た
十
年
）
に
変
わ
り
、

他
の
世
代
に
比
較
し
て
世
代
人
回
の
多
い
私
達
１
９

７
０
年
代
生
ま
れ
が
社
会
に
出
る
時
期
で
あ

っ
た
に

も
か
か
わ
ら
す
、

企
業
が
採
用
を
削
減
し
た
こ
と
か

ら
就
職
難
が
深
刻
化
し
、

就
職
氷
河
期
と
呼
ば
れ
る

状
況
が
続
い
た
こ
と
は
、

皆
さ
ん
も
こ
存
じ
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、

時
代
は
２
０
０
２
年
２
月

か
ら
２
０
０
７
年
「
月
ま
で
の
６９
ケ
月
弱
続
い
た
長

景
気

（通
称
い
ざ
な
み
景
気
）
へ
と
明
る
く
な
り
ま

し
た
が
、

そ
の
間
に
卒
業
さ
れ
た
同
窓
生
の
就
職
率

は
、

非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

就
職
率
１
０
０

％
を
達
成
で
き
な
い
年
や
数
力
月
で
離
職
す
る
人
等

あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
う
時
代
の
流
れ
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
も
、

同
窓
生
諸
君
の
産
業
界
で
の
活
躍
は
、

素
晴
ら
し
い

も
の
だ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、

在
学
中

に
産
業
界
の
右
も
左
も
解
ら
な
い
私
達
に
熱
弁
を
ふ

る
っ
て
こ
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
の
お
陰

だ
と
思
い
ま
す
。

開
校
当
初
は
、

指
導
さ
れ
た
諸
先
生
方
も
大
変
な

苦
労
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成

や
在
学
中
の
資
格
取
得
勉
強
会
、

技
能
五
輪

へ
の
参

加
等
、

企
業

へ
の
即
戦
力
に
繋
が
る
人
材
育
成
方
法

は
、

他
の
学
校
と
は
違
う
や
り
方
だ

っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、

本
同
窓
会
は
、

短
大
水
沢
校
の
前
身
で

あ

っ
た
、

高
度
技
術
専
門
学
院
の
同
窓
会
と
短
大
水

沢
校
の
同
窓
会
が
、　

一
つ
の
組
織
と
し
て

一
致
団
結

し
、

平
成
２０
年
８
月
に

「産
奥
会
」
を
立
ち
上
げ
、

昨
年
８
月
に
短
大
水
沢
校
開
校
５
周
年
と
同
国
に
設

立
―
周
年
を
迎
え
、

今
国
に
至
り
ま
す
。

こ
の
会
は
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、

母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
約
１
３
０
０
名
に
上
る
同
窓
生
が
産
業

会
で
活
躍
し
て
お
り
、

同
窓
生
皆
さ
ん
の
た
め
の
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
と
し
て
の
役
割
と
母
校
の
飛

躍
に
最
大
限
貢
献
で
き
る
組
織
を
作

っ
て
い
く
べ
く
、

国
々
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、

こ
れ
ま
で
の
同
窓
会
の
活
動
と
し
て
昨
年

再
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

「産
奥
会
」
通
信
の
発
行
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
各
ク
ラ
ス
こ
と
や
科
こ
と
の

グ
ル
ー
プ
で
の
情
報
交
換
や
母
校
と
の
連
携
を
図
れ

る
よ
う
に
書
き
込
み
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り

ま
す
。

今
後
は
、

開
校
卸
周
年
の
記
念
事
業
等
も
あ

り
、

ま
す
ま
す
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
の
で
、

皆

さ
ん
か
ら
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、

母
校
に
於
い
て
は
毎
年
行
わ
れ
る
技
能
五

輪
大
会
に
お
い
て
昨
年
度
も
優
秀
な
結
果
を
修
め
て

お
り
、

技
能
五
輪
の
入
賞
は
、

在
校
生
の
大
き
な
目

標
で
も
あ
り
地
域
住
民
の
皆
様
や
入
学
を
希
望
さ
れ

て
い
る
方
々
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
活
躍
が
あ
り
ま
す
の
で
垂
れ

幕
な
ど
の
寄
贈
も
行

っ
て
お
り
、

ま
た
、

ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
に
は

「産
奥
会
杯
」
も
寄
贈
し
意
欲
的
な
活

動
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
在
校
生
の
営
さ

ん
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

平
成
控
年
１
月
相
日
に
明
治
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
北
野
大
教
授
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

水

沢
校
開
校
五
周
年
記
念
特
別
講
演
会
が
プ
ラ
ザ
イ

ン
水
沢
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

演
題
は

「技
術
教
育
の
視
点
」
。

当
校
学
生
・教

職
員
並
び
に
奥
州
市
産
学
宙
地
域
連
携
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
　
市
民
な
ど
約
三
百
名
の
方
々
が
、

先
生

の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
を
熱
心
に
聴
き
入
り
ま

し
た
。

有
意
義
な
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

当
日

は
、

偶
然
に
も
実
弟

（ビ
ー
ト
た
け
し
）
の
誕
生

口回
。「弟

は

一
部
で
超

一
流
と
言
わ
れ
て
い
る
。

比
ベ

て
私
は
人
並
み
だ
。

こ
の
差
は
才
能
の
有
無
に
よ

る
も
の
。
し
か
し
、

才
能
だ
け
あ
っ
て
も
超
の
付

く

一
流
に
な
ら
な
い
。

努
力
と
良
い
人
間
性
が
不

可
欠
」
と
指
摘
。

「逆
に
努
力
と
優
れ
た
人
間
性
が

あ
れ
ば
、

人
並
み
ど
こ
ろ
か

一
流
に
な
れ
る
。

弟

も
人
知
れ
す
陰
で
努
力
し
て
き
た
。」

と
説
き
、

技

術
者
ほ
ど
努
力
と
人
間
性
が
大
切
な
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。
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今
年
は
岩
手
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
水
沢

校
の
前
身
で
あ
る
岩
手
県
立
高
度
技
術
専
門
学
院

の
開
校
か
ら
劉
年
目
と
の
事
、

大
変
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す
。

私
は
岩
手
県
立
高
度
技
術
専
門
学
院
、

設
備
シ

ス
テ
ム
科
の

一
期
生
と
し
て
、

期
待
と
不
安
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
崎
名
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
共
に
入
学

し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
劉
年
、

月
国
の
経
過
の
早
さ
に
本
当

に
驚
き
ま
す
。

当
時
、

私
連
が
入
学
し
て
も
、

校
内
の
備
品
が

完
全
に
は
揃

っ
て
お
ら
す
、

先
生
た
ち
と

一
緒
に

な
っ
て
ポ
ン
コ
ツ
ト
ラ
ッ
ク
で
引
越
し
作
業
を
さ

せ
ら
れ
た
の
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

技
能
検
定
に
向
け
て
の
汗
ま
み
れ
の
実
習
、

各

種
資
格
試
験
取
得
の
た
め
の
勉
強
、

ク
ラ
ス
マ
ッ

チ
等
、

本
当
に
充
実
し
て
い
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

２
年
間
、

校
名
が
示
す
通
り
？
高
度
な
技
術
を

専
門
に
学
び
、

将
来
に
対
す
る
夢
や
希
望
を
持
ち

就
職
。

し
か
し
就
職
し
て
か
ら
の
建
設
業
界
は
公
共
工

事
の
予
算
縮
減
や
民
間
設
備
投
資
の
抑
制
に
よ
る

受
注
競
争
の
激
化
、

地
方
の
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
等
、

マ
イ
ナ
ス
要
素
ば
か
り
の
厳
し
い
経
済

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
長
引
く
景
気
低
迷

に
将
来
の
展
望
や
計
画
、

目
標
を
見
出
せ
す
暗
中

模
索
の
国
々
を
過
こ
し
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、

最
近
嬉
し
く
思
う
出
来
事
が
二
つ
有

り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
学
院
当
時
の
同
級
生
か
ら
工
事
の

依
頼
が
有

っ
た
事
で
す
。

大
手
八
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し
て
い
る
同

級
生
か
ら
久
し
ぶ
り
の
電
話

「今
度
、　

一
関
市
で

店
舗
の
新
築
工
事
有
る
け
ど
、

工
事
お
願
い
出
来

な
い
か
？
」
今
オ
ー
プ
ン
に
向
け
急
ピ
ッ
チ
で
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、

そ
の
現
場
に

は
会
長
の
菊
池
正
紀
氏
も
電
気
工
事
で
乗
り
込

ん
で
い
て
当
時
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
３
人
が
顔
を

合
わ
せ
る
と
い
う
同
窓
会
つ
の
様
な
現
場
で
し

た
。

今
回
の
現
場
に
限
ら
す
第

一
線
で
活
躍
し

て
い
る
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
後
輩
の
姿
を
み
る
と
、

「俺
も
頑
張
ら
な
い
と
―
」
と
勇
気
と
元
気
を
も

ら
う
事
が
多
い
で
す
。

三
つ
目
は
私
事
で
す
が
今
年
の
７
月
に
結
婚
。

相
手
は
専
門
学
院
の
同
級
生

（女
性
）
か
ら
の

紹
介
で
し
た
。

本
当
に
公
私
共
々
、

専
門
学
院
時
代
の
先
生
や

友
人
達
に
恵
ま
れ
、

ま
た
助
け
ら
れ
な
が
ら
こ
こ

ま
で
来
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

産
奥
会
と
し
て
再
出
発
し
た
新
生
同
窓
会
。

同
じ
校
舎
で
学
ん
だ
卒
業
生
同
士
、

情
報
交
換

や
親
睦
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（日
３
年
度
　
設
備
シ
ス
テ
ム
科
卒
）

平
成
２‐
年
度

１０
月

・
楽
園
祭
の
開
催

・
学
生
歌

「精
進
」
の
創
作

「
月

。
第
４７
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
の
配
管
職
種
に

２
名
が
出
場
し
、

銅
賞
と
敢
闘
賞
を
受
賞

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
旅
行

（１
年
生
）

１
月

・
産
技
短
水
沢
校
開
校
５
周
年
記
念
事
業
で
、

明
治
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
教
授
の

北
野
大
先
生
が
講
演

３
月

・
卒
業
式

（５
期
生
５２
名
）

亀
産
奥
会
』
同
窓
会
臨
時
総
会
開
催

平
成
２２
年
度

４
月産

技
短
水
沢
校
入
学
式

（フ
期
生
７４
名
）

５
月

・
球
技
大
会

（ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
）
の
開
催

６
月

・
水
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
２０
周
年
記
念
実
行

委
員
会
の
開
催

・
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
の
開
催

７
月

・
キ
ャ
ン
パ
ス
説
明
会
の
開
催

８
月

，
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

亀
産
奥
会
』
同
窓
会
控

２３
年
度
期
第
１
回

役
員
会
の
開
催

第
４７
回
大
会
は
、

平
成
倒
年
１０
局
郷
国
⑥
か
ら

囲
国
の
ま
で
の
４
日
間
、

茨
城
県
日
立
市
を
中
心

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
水
沢
校
か
ら
は
、

配
管
職
種
で
２
名
が
参
加

し
、

建
築
設
備
科
の
鈴
木
裕
貴
君
が
銅
賞
、

及
川

一
成
君
が
敢
闘
賞
を
見
事
獲
得
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
第
４８
回
大
会
は
、

門
月
２２
国
か
ら
２５

国
ま
で
、

神
奈
川
県
横
浜
市
を
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

建
築
設
備
科
の
梅
原
菓
樹
君
が
配
管

職
種
で
出
場
を
予
定
し
て
お
り
、

上
位
入
真
を
目

指
し
て
国
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

【敢闘賞】及 サ||一成君 【銅 賞】鈴 木 裕 貴君
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一… … 一ヽ  ~~~~~― 会千員‐
起業ヘジャンプ

  )ので]4年が経ちました。 ‐石高度技術専門学院を卒業して、早いt

(H

みなみ電気

後 藤 功 一

フ年度・制御システム科卒)

当時私|よ、バスケットボール部と野球部に所属しており、部活動でも充実した学院生活

を送りました。勉強はというと、とにかくレポート提出が多くて大変だつたのを覚えていま

す。思い出深いこと|よ、ざつつあか祭参加と学院
/AN開

(文化察のこと)です。先生方や地域

の皆さん達との交流で学んだことが多かつたように思います。

就職は、シーケンス制往lの授業が好きだつたので制作l盤製作等の仕事に就きたかつた

のですが諸事情により止め、地元の電気工事店に就職しました。この会社では、電気工事

の基礎や、CADに よる設計、営業、見積り、現場管理等を学びました。勤めていた]1年間

で仕事に自信を持てるようになり、独立を決意、平成]8年 「みなみ電気」を立ち上げまし

た。起業してみて、やはり甘いもので|よなく、厳しいことも沢山ありますが、やりがいのあ

る仕事だと思つています。

後輩のみなさんに一言ですが、就職して嫌なことも多々あると思いますが、それを乗り

越えて色々な経験をしてみて下さい。自分を信じて頑張りましょう。

い振興設備設計

切 岸 裕 美

(H18年 度・建築設備科卒)

学生時代の思い出
学生時代の思い出といえば、先す資格取得の勉強が思い浮かびます。

入学してすぐに資格試験のための勉強と実技が始まり、設備の事もよく分からないまま

試験に合格することだけを考えて、勉強していました。建築設備科は2年 という短い期間

でたくさん資格取得のための勉強をしなければなりませんが、それ以外にも普通の授業の

テストも受けてという、今振り返るとすこく大変だつたなと思つています。でも同じ目標を

もつクラスのみんなと過すのはとても楽しかつたし、寮での生活も、海外研1家にも行く事

ができて、とても充実した2年 間を過すことができました。

今私|よ、設備設計の仕事に携わつています。この仕事につしヽてからも、まだまだ学ばな

ければならない事が沢山ありますが、これからも頑張つて今の仕事を続|すたいと思つてい

ます。今現在、在学されてしヽる後輩のみなさんも、勉強などで忙しい国々を送つてしヽると

思しヽますが、沢出の事を学びながら充実した2年 間を過して頂きたいと思つています。

信幸プロテック働

佐 藤 幸 政

(H21年 度・建築設備科卒)

新社会人の挑戦
突然ですが、私に|よ夢があります。それ|よ建築設備に関したマイスターになることです。

実|よこの夢を定めたのは最近のことで、それまで|よ特に目標といつたもの|よありません

でした。漠然と、仕事を覚えられたらしヽいなといつた目先の事しか頭にありませんでした。

しかし、社長の言葉や諸先輩方の背中を見てあることに気付きました。大切なのは、な

りたしヽ自分を定めてその目標に向かい続ける事だということです。当たり前のように聞こ

えますが、毎国仕事に追われていると忘れてしまいがちになります。そこで紙に書いて時

折思い出すようにしています。

夢の実現は沢山の努力を積み重ねることが必須ですが、家族や職場の先輩方の往l協力

と束J激を頂きつつ、国々何かに気付き学んで、マイスターに向かい進んでいく所存です。

教育部長兼教授

(H18～現在)

遠 藤 敬 悦

卒業生の皆さん、元気にお過こしでしょうか。

さて、水沢キャンパスがこの地に開校して、20年 。当初は、岩手県立高度技術専門学院

として、機械技術科 (後の機械システム科)、制往lシステム科、情報システム科、設備システ

ム科の4科 で開校し、平成 ]6年 から|よ、岩手県立産業技術短期大学校水沢校とし、生産

技術科、電気技術科、建築設備科の3科 に再編して、スタートしました。昨年の8月 には高

度技術専門学院同窓会と産業技術短期大学校水沢校同窓会が統合され新生同窓会 「産奥

会」も発足しております。

この2①年に約1000名 の人材が卒業し、産業界で活躍してしヽることを嬉しくまた頼もし

く思つています。

近年、少子化、若者の理工離れが進む中で、当校|よ次世代の技能、技術者を育てていま

す。誰でも職に就き生活をしていかな|すればなりません。一度、身に就けた技能、技術|よ
一生の宝です。皆さんの技能、技術を活かし、今後も 「ものづくり立県いわて」の産業振興

の推進役になることを期待しています。
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ン平成21年度卒業生の状況 (人)

科  名 卒業者数 就職希望者 就 職 者
就 職 率

(うち県内)
就 職 先 等

生産技術科 2Cl 1 8 1 8
1 0①O/0

(830/0)

岬イースト ト∃夕吉「品東北共販ll 岩手缶詰ll パンチエ業附北上工場 lll多加良製作所 附工

フビー 水沢工業lll llフォーエll一 S‐ttl・精機 森田製作向 llサクシーディング 開北光

日東京自動車整備工場 llユーテムブレシジョン 伸原工業所脚 lll阿部製作所 東北公営企業lll

電気技術科 ] 4 1 3 1 3
1 0①O/0

(150/0)

国本リーテックllll 岩手電工l14 日本電設工業lltl 昭和アステックl■l
サンワテクノlll 勝田電設工業l■l 国本電設信号工事llll llllキンレイ
東光電気工事llll 東和電気工業開

建築設備科 20 20 1 9
9 5 0 / 0

(840/0)

巾アトマックス 陶中野設備工業所 東北綜合富財m水沢営業所 及川設備工業船 附振興設
備設計 大宝商事‖ 花田設備附 信幸ブロテック舶 付古川鉄工所 サンワテクノ旧 llll太
平エンツニアリング 小山田電業附 佐野建設旧 鈴木産業lll ll畠山冷機工業所 的7β甲組

計 54 5 ] 50
9 8 0 / 0

( 6 6 0 / 0 )

ン平成22年度入学生の状況 (人)

科   名 定  員
応募者数

※
合格者数

※
入学者数

生産技術科 20 29 26 26

電気技術科 20 3] 24 24

建築設備科 20 25 26 24

計 60 85 76 フ4

※応募者数は第一志望のみ。合格者数は第二志望を含む

ヽ出身地別入学者数

広域振興圏
(広域振興局管内)

21年度
(人) 韓

灼
県央 (盛岡本局) 29 l フ

県
南

(花本行政センター
6 6

(遠野行政センター
2 5

(北上行政センター
9 ア

t県南本局) 1 6

一関行政センター) 3 1 0

千厩行政センター) ] 2

ム
娼
一序

大nB渡行政センター) 3 3

沿岸本局) ] 0

(富古行政セ ンター) 3

県
北

(県北本局) ] 0

(二戸行政セ ンター
) ] 2

県  外 1 3

計 76 74

この度、「産奥会」通信の第2号

を発行 しますが、少人数での会議

で、なかなか話がまとまらなかつ

たり、連絡の仕方が悪く、次回の

発行に向けての反省が数多く残り

ました。今回の反省を活か して、

見やすく、分かりやすしヽ会報の作

成を心掛けてましヽります。

会員の皆様からの寄稿 お便り

を募集 してますので、事務局まで

こ連絡願しヽます。

編集委員長 高 橋  充

「産奥会」
同窓会のホームベージ

ヤ フーやグー グル等の検 索で

「産奥会」と入力 してみてくださ

い。「産奥会へようこそ」としヽうサ

イ トが見つかります。同窓会運営

のこのサイ トヘアクセスして、近

況報告やクラス会の案内等で有

効に活用してください。

http://wwwコsan口oukai口net/

― 一 一 連 絡 =一 一

会員の皆様で、住所や氏名 (国

姓)等 に変更がありましたなら、

事務局までお知らせくださしヽ。

編 集 後 記 産授短水沢校教職員異動情報

【退 職 】
渡 選  和  男  富」校長

【異 動】
。若 槻 正 明 教授

(千厩高等技術専門校校長へ)
。大 摩  昌  文  助 教授

(富古高等技術専門校校長補佐
兼自動車システム科主任へ)
金 崎    毅  主 任技術指導員

(産業技術短期大学校矢巾校
上席技術指導員へ)
菅 原  智  明  主 任

(岩手県福岡事務所次長へ)
・小野寺 裕  孝  技 術指導員

(福岡工業高等学校教諭へ)

技術指導員

樹 副 校長
一 教 授

嗣 助 教授

之 講 師

庸 主 任技術指導員

美 主 任

大 技 術指導員

廟
行

て

租

撤

本

断

藤

学生歌 ～「精進」～
軽音楽サークル 2010年 作
|  ■ ‐‐| ‐ ‐ ■| | ■ ■ | ■ | ■ ■| | | | ■■ | ■ ■ ■

産技短氷沢校開校5周 年を記
念して、軽音楽サークルが学生
歌 「精進」を作りました。

1

栄えある歴史の風を受け
来る日のため磨く技
切磋琢磨と熱注ぎ
己の身体に刻み込む

希望を映す双眸に

目指す輝き未来の軌跡
得られし技は幾星霜
進め我らが水沢校

2

仲間と共に歩む道
見据える先に栄華の輝
時には競い腕磨き
時lCは助け築く絆

友との誓いこの胸に

碧き空へと旅立たん

得られし絆未来へと

続け我らが水沢校
3

高鳴る鼓動の旋律は

未来を綴る蝉時雨
黎明告げる学び舎で

夢見る明日を切 り拓く

絆と業をこの胸に

灯す明日への不屈の光
理想をたどり未来へと

響け我らが水沢校

正
健

公

利

邦

敏

入

敷

田
浦

原

藤

原

藤

脇

聴

千

三
曹

加

菅

佐


